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【手続補正書】
【提出日】令和2年11月4日(2020.11.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７８】
【図２４】本開示の１つの実施形態によるスケジューリング・リクエストの伝送に適用で
きるデバイスを示す概略ブロック図である。
【図２５】本開示の一実施形態による、スケジューリング・リクエストを伝送する方法を
示す概略フローチャートである。
【図２６】本開示の一実施形態による、スケジューリング・リクエストを伝送する方法を
示す概略フローチャートである。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２９】
　１つの実施形態では、第１の論理チャネルに対応するスケジューリング・リクエストの
ための物理アップリンク制御チャネル伝送と、アップリンク共有チャネルを通じた第２の
論理チャネルに対応するデータ伝送との間の時間ドメイン内の重複があると判定すると、
ユーザ機器は、第１の事前設定条件を満たした第２の数の第２の伝送機会のうちの１つに
おいて、媒体アクセス制御層を介して、物理アップリンク制御チャネルを通じて第１の論
理チャネルに対応するスケジューリング・リクエストを伝送するように物理層に示すこと
ができる。物理層は、媒体アクセス制御層からの命令に基づいて、第１の事前設定条件を
満たした第２の数の第２の伝送機会のうちの１つにおいて、物理アップリンク制御チャネ
ルを通じて第１の論理チャネルに対応するスケジューリング・リクエストを伝送すること
ができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【０１３３】
　１つの実施形態では、第１の論理チャネルに対応するスケジューリング・リクエストの
ための物理アップリンク制御チャネル伝送と、アップリンク共有チャネルを通じた第２の
論理チャネルに対応するデータ伝送との間の時間ドメイン内の重複があると判定すると、
ユーザ機器は、第１の事前設定条件を満たした第２の数の第２の伝送機会のうちの１つに
おいて、アップリンク共有チャネルを通じた第２の論理チャネルに対応するデータ伝送を
実行するように物理層に命令する代わりに、第１の事前設定条件を満たした第２の数の第
２の伝送機会のうちの１つにおいて、媒体アクセス制御層を介して、物理アップリンク制
御チャネルを通じて第１の論理チャネルに対応するスケジューリング・リクエストを伝送
するように物理層に命令することができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３４】
　この場合、第１の事前設定条件を満たした第２の数の第２の伝送機会のうちの１つにお
いて、物理アップリンク制御チャネルを通じて第１の論理チャネルに対応するスケジュー
リング・リクエストを伝送するために、命令だけが、物理層によって媒体アクセス制御層
から受信される。したがって、第１の論理チャネルに対応するスケジューリング・リクエ
ストは、第１の事前設定条件を満たした第２の数の第２の伝送機会のうちの１つにおいて
、物理アップリンク制御チャネルを通じて伝送することができる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１６２】
　１つの実施形態では、物理アップリンク制御チャネルを通じて第１の論理チャネルに対
応するスケジューリング・リクエストを伝送するための第１の伝送機会について、事前設
定した期間内の第１の伝送機会の全てが、第３の数の測定ギャップと重複するかどうか、
第１の数の第１の伝送機会の全てが、第３の数の測定ギャップと重複するかどうか、およ
び、事前設定した期間内の第１の数の第１の伝送機会の全てが、第３の数の測定ギャップ
と重複するかどうかを判定することができる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１６７】
　１つの実施形態では、第１の論理チャネルに対応するスケジューリング・リクエストの
ための物理アップリンク制御チャネル伝送と、測定ギャップとの間の時間ドメイン内の重
複があると判定すると、ユーザ機器は、第３の事前設定条件を満たした第３の数の測定ギ
ャップのうちの１つの中で、媒体アクセス制御層を介して、物理アップリンク制御チャネ
ルを通じて第１の論理チャネルに対応するスケジューリング・リクエストを伝送するよう
に物理層に示すことができる。物理層は、媒体アクセス制御層からの命令に基づいて、第
３の事前設定条件を満たした第３の数の測定ギャップのうちの１つの中で、物理アップリ
ンク制御チャネルを通じて第１の論理チャネルに対応するスケジューリング・リクエスト
を伝送することができる。
【手続補正７】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１７７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１７７】
　いくつかの実施形態では、測定ギャップが第４の事前設定条件を満たしたかどうか、例
えば、測定ギャップの数が、事前設定した数より小さいかどうかを判定することができる
。測定ギャップが事前設定条件を満たすと、第３の事前設定条件を満たした測定ギャップ
のうちの１つの中で、物理アップリンク制御チャネルを通じて第１の論理チャネルに対応
するスケジューリング・リクエストを伝送する代わりに、物理層を介して、測定ギャップ
中に他のセルの周波数を監視することができる。さらに、物理層を介してどの動作を実行
するかを媒体アクセス制御層が判定し、したがって、その後の命令を提供できるように、
媒体アクセス制御層に第２の通知情報を伝送することになる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２５１】
　本開示の実施形態によって提供される方法および装置は、上記で詳細に説明される。本
開示の原理および実装形態を示すために、本開示において具体例を使用する。上記の実施
形態の説明は、本開示の方法およびそのコアのアイデアの理解に役立てるためにしか使用
しない。さらに、当業者は、本開示のアイデアに従って、特定の実装形態と本出願の範囲
の両方を変えることができる。要約すれば、本明細書の内容は、本開示を限定するものと
解釈するべきではない。
　一実施形態では、スケジューリング・リクエストを伝送する方法であって、ユーザ機器
に適用可能であり、図２５に示されるように、この方法は以下のステップを含む。
　ステップＳ５において、ユーザ機器によってスケジューリング・リクエストを伝送する
ための物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）リソースが、アップリンク共有チャ
ネル（ＵＬ－ＳＣＨ）リソースと重複するかどうかが決定される。
　ステップＳ６において、ユーザ機器によるスケジューリング・リクエストを伝送するた
めのＰＵＣＣＨリソースがＵＬ－ＳＣＨリソースと重複することに応答して、スケジュー
リング・リクエストのためのＰＵＣＣＨ送信または重複したＵＬ－ＳＣＨ送信が実行され
る。
　いくつかの実施形態では、この方法はさらに、ユーザ機器がプリセット機能で構成され
ているかどうかを示す第２の構成情報を受信することを含む。
　いくつかの実施形態では、ステップＳ６は、ユーザ機器によってスケジューリング・リ
クエストを伝送するためのＰＵＣＣＨリソースがＵＬ－ＳＣＨと重複し、ユーザ機器が事
前設定機能で構成されていることを決定することに応答して、スケジューリング・リクエ
ストのためのＰＵＣＣＨ送信が実行され、重複したＵＬ－ＳＣＨ送信が一時停止される。
　いくつかの実施形態では、ステップＳ６は、ユーザ機器によってスケジューリング・リ
クエストを伝送するためのＰＵＣＣＨリソースがＵＬ－ＳＣＨリソースと重複し、ユーザ
機器が事前設定機能で構成されていないことを決定することに応答して、重複するＵＬ－
ＳＣＨ送信が実行され、スケジューリング・リクエストのＰＵＣＣＨ送信が一時停止され
る。
　一実施形態では、スケジューリング・リクエストを伝送する方法であって、ユーザ機器
に適用可能であり、図２６に示されるように、この方法は以下のステップを含む。
　ステップＳ７において、ユーザ機器によってスケジューリング・リクエストを伝送する
ための物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）リソースが、アップリンク共有チャ
ネル（ＵＬ－ＳＣＨ）リソースと重複するかどうかが決定される。
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　ステップＳ８において、ユーザ機器によるスケジューリング・リクエストを伝送するた
めのＰＵＣＣＨリソースがＵＬ－ＳＣＨリソースと重複することに応答して、スケジュー
リング・リクエストのためのＰＵＣＣＨ送信または重複したＵＬ－ＳＣＨ送信は優先順位
が下げられる。
　いくつかの実施形態では、この方法はさらに、ユーザ機器がプリセット機能で構成され
ているかどうかを示す第２の構成情報を受信することを含む。
　いくつかの実施形態では、ステップＳ８は、ユーザ機器によってスケジューリング・リ
クエストを伝送するためのＰＵＣＣＨリソースがＵＬ－ＳＣＨリソースと重複し、ユーザ
機器が事前設定機能で構成されていることを決定することに応答して、重複するＵＬ－Ｓ
ＣＨ送信は優先順位が下げられる。
　いくつかの実施形態では、ステップＳ８は、以下を含む。ユーザ機器によってスケジュ
ーリング・リクエストを伝送するためのＰＵＣＣＨリソースがＵＬ－ＳＣＨリソースと重
複し、ユーザ機器が事前設定機能で構成されていないことを決定することに応答して、ス
ケジューリング・リクエストを伝送するためのＰＵＣＣＨの優先順位が下げられる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スケジューリング・リクエストを伝送する方法であって、ユーザ機器に適用され、
　該ユーザ機器による第１の論理チャネルに対応するスケジューリング・リクエストのた
めの物理アップリンク制御チャネル伝送と、該ユーザ機器の他の動作との間の時間ドメイ
ン内の重複があるかどうかを判定するステップと、
　該重複があることに応答して、該物理アップリンク制御チャネルを通じて該第１の論理
チャネルに対応する該スケジューリング・リクエストを伝送し、該他の動作を一時中断す
るステップと
を含む、方法。
【請求項２】
　前記ユーザ機器による前記第１の論理チャネルに対応する前記スケジューリング・リク
エストのための前記物理アップリンク制御チャネル伝送と、前記ユーザ機器の前記他の動
作との間の時間ドメイン内の前記重複があるかどうかを判定するステップの前に、基地局
によって送信され、事前設定した論理チャネルを示す第１の構成情報を受信するステップ
をさらに含み、
　前記重複があることに応答して、前記物理アップリンク制御チャネルを通じて前記第１
の論理チャネルに対応する前記スケジューリング・リクエストを伝送し、前記他の動作を
一時中断するステップが、
　前記重複があることに応答して、前記第１の論理チャネルが、前記事前設定した論理チ
ャネルであるかどうかを判定するステップ、
　前記第１の論理チャネルが、前記事前設定した論理チャネルであることに応答して、前
記物理アップリンク制御チャネルを通じて前記第１の論理チャネルに対応する前記スケジ
ューリング・リクエストを伝送し、前記他の動作を一時中断するステップ、および
　前記第１の論理チャネルが、前記事前設定した論理チャネルでないことに応答して、前
記他の動作を実行するステップ
を含む、
請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記ユーザ機器による前記第１の論理チャネルに対応する前記スケジューリング・リク
エストのための前記物理アップリンク制御チャネル伝送と、前記ユーザ機器の前記他の動
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作との間の時間ドメイン内の前記重複があるかどうかを判定するステップの前に、基地局
によって送信され、事前設定した機能で前記ユーザ機器が構成されたかどうかを示す第２
の構成情報を受信するステップ
をさらに含み、
　前記重複があることに応答して、前記物理アップリンク制御チャネルを通じて前記第１
の論理チャネルに対応する前記スケジューリング・リクエストを伝送し、前記他の動作を
一時中断するステップが、
　前記重複があることに応答して、前記事前設定した機能で前記ユーザ機器が構成された
かどうかを判定するステップ、
　前記事前設定した機能で前記ユーザ機器が構成されたことに応答して、前記物理アップ
リンク制御チャネルを通じて前記第１の論理チャネルに対応する前記スケジューリング・
リクエストを伝送し、前記他の動作を一時中断するステップ、および
　前記事前設定した機能で前記ユーザ機器が構成されなかったことに応答して、前記他の
動作を実行するステップ
を含む、
請求項１記載の方法。
【請求項４】
　前記他の動作が、
　前記ユーザ機器によってアップリンク共有チャネルを通じて実行された、第２の論理チ
ャネルに対応するデータ伝送、または
　前記ユーザ機器によって測定ギャップ中に現在のセル以外の他のセルの周波数を監視す
ることであって、該測定ギャップが、前記ユーザ機器によって該他のセルの該周波数を常
に監視する継続期間である、監視すること
のうちの少なくとも１つを含む、請求項２または３記載の方法。
【請求項５】
　前記ユーザ機器による前記第１の論理チャネルに対応する前記スケジューリング・リク
エストのための前記物理アップリンク制御チャネル伝送と、前記ユーザ機器の前記他の動
作との間の時間ドメイン内の前記重複があるかどうかを判定するステップが、
　前記ユーザ機器による前記第１の論理チャネルに対応する前記スケジューリング・リク
エストのための前記物理アップリンク制御チャネル伝送と、前記ユーザ機器によって前記
アップリンク共有チャネルを通じて実行された、前記第２の論理チャネルに対応する前記
データ伝送との間の時間ドメイン内の重複があるかどうかを判定するステップ
を含む、請求項１記載の方法。
【請求項６】
　前記物理アップリンク制御チャネルを通じて前記第１の論理チャネルに対応する前記ス
ケジューリング・リクエストを伝送し、前記他の動作を一時中断するステップが、
　前記第１の論理チャネルの優先度が前記第２の論理チャネルの優先度より高いかどうか
を判定するステップと、
　前記第１の論理チャネルの該優先度が前記第２の論理チャネルの該優先度より高いこと
に応答して、前記物理アップリンク制御チャネルを通じて前記第１の論理チャネルに対応
する前記スケジューリング・リクエストを伝送し、前記アップリンク共有チャネルを通じ
た前記第２の論理チャネルに対応する前記データ伝送を一時中断するステップと
を含む、請求項５記載の方法。
【請求項７】
　前記第１の論理チャネルの前記優先度が、前記第１の論理チャネルに対応する第１のサ
ービスに必要な遅延に反比例したものであり、
　前記第２の論理チャネルの前記優先度が、前記第２の論理チャネルに対応する第２のサ
ービスに必要な遅延に反比例したものである、
請求項６記載の方法。
【請求項８】
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　前記ユーザ機器による前記第１の論理チャネルに対応する前記スケジューリング・リク
エストのための前記物理アップリンク制御チャネル伝送と、前記ユーザ機器によって前記
アップリンク共有チャネルを通じて実行された、前記第２の論理チャネルに対応する前記
データ伝送との間の時間ドメイン内の前記重複があるかどうかを判定するステップが、
　事前設定した期間内の、および／または、第１の数の、第１の伝送機会の全てが、第２
の数の第２の伝送機会と重複するかどうかを判定するステップであって、該第１の伝送機
会が、前記物理アップリンク制御チャネルを通じて前記第１の論理チャネルに対応する前
記スケジューリング・リクエストを伝送するためのものであり、該第２の伝送機会が、前
記アップリンク共有チャネルを通じた前記第２の論理チャネルに対応する前記データ伝送
のためのものである、ステップと、
　前記判定結果が「はい」であることに応答して、前記ユーザ機器による前記第１の論理
チャネルに対応する前記スケジューリング・リクエストのための前記物理アップリンク制
御チャネル伝送と、前記ユーザ機器の前記他の動作との間の時間ドメイン内の前記重複が
あると判定するステップと
を含む、請求項５記載の方法。
【請求項９】
　前記他の動作を一時中断するステップが、
　第１の事前設定条件を満たした前記第２の数の第２の伝送機会のうちの１つにおいて、
媒体アクセス制御層を介して、前記物理アップリンク制御チャネルを通じて前記第１の論
理チャネルに対応する前記スケジューリング・リクエストを伝送するように物理層に命令
するステップと、
　該第１の事前設定条件を満たした前記第２の数の第２の伝送機会のうちの該１つにおい
て、該物理層を介して、前記物理アップリンク制御チャネルを通じて前記第１の論理チャ
ネルに対応する前記スケジューリング・リクエストを伝送するステップと
を含む、請求項８記載の方法。
【請求項１０】
　前記物理アップリンク制御チャネルを通じて前記第１の論理チャネルに対応する前記ス
ケジューリング・リクエストを伝送し、前記他の動作を一時中断するステップが、
　前記第１の事前設定条件を満たした前記第２の数の第２の伝送機会のうちの前記１つに
おいて、前記アップリンク共有チャネルを通じた前記第２の論理チャネルに対応する前記
データ伝送を実行するように前記物理層に命令する代わりに、前記第１の事前設定条件を
満たした前記第２の数の第２の伝送機会のうちの前記１つにおいて、媒体アクセス制御層
を介して、前記物理アップリンク制御チャネルを通じて前記第１の論理チャネルに対応す
る前記スケジューリング・リクエストを伝送するように前記物理層に命令するステップ
を含む、請求項８記載の方法。
【請求項１１】
　前記第１の事前設定条件を満たした前記第２の伝送機会のうちの前記１つが、
　優先度が最低の第２の論理チャネルに対応する前記第２の伝送機会のうちの１つ、また
は
　前記第１の伝送機会のうちの最も早い１つと時間ドメイン内で重複する前記第２の伝送
機会のうちの１つ
を含む、請求項９または１０記載の方法。
【請求項１２】
　前記第１の事前設定条件を満たした前記第２の数の第２の伝送機会のうちの前記１つに
おいて、前記物理層を介して、前記物理アップリンク制御チャネルを通じて前記第１の論
理チャネルに対応する前記スケジューリング・リクエストを伝送するステップが、
　前記重複があることに応答して、前記第２の伝送機会が第２の事前設定条件を満たした
かどうかを判定するステップと、
　前記第２の伝送機会が前記第２の事前設定条件を満たしたことに応答して、および、前
記物理層を介して、前記第２の伝送機会において、前記アップリンク共有チャネルを通じ
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た前記第２の論理チャネルに対応する前記データ伝送を実行するステップと、
　前記第２の伝送機会において、前記物理層を介して、前記アップリンク共有チャネルを
通じて前記第２の論理チャネルに対応する前記データ伝送を実行したことを前記媒体アク
セス制御層に知らせるために、前記物理層から前記媒体アクセス制御層に第１の通知情報
を伝送するステップと
を含む、請求項９記載の方法。
【請求項１３】
　前記第２の事前設定条件が、前記第２の伝送機会の数が１に等しいことである、請求項
１２記載の方法。
【請求項１４】
　前記ユーザ機器による前記第１の論理チャネルに対応する前記スケジューリング・リク
エストのための前記物理アップリンク制御チャネル伝送と、前記ユーザ機器の前記他の動
作との間の時間ドメイン内の前記重複があるかどうかを判定するステップが、
　前記ユーザ機器による前記第１の論理チャネルに対応する前記スケジューリング・リク
エストのための前記物理アップリンク制御チャネル伝送と、前記ユーザ機器によって測定
ギャップ中に現在のセル以外の他のセルの周波数を監視することとの間の時間ドメイン内
の重複があるかどうかを判定するステップであって、該測定ギャップが、前記ユーザ機器
によって前記他のセルの周波数を常に監視する継続期間である、ステップ
を含む、請求項１記載の方法。
【請求項１５】
　スケジューリング・リクエストを伝送する方法であって、ユーザ機器に適用され、
　ユーザ機器によってスケジューリング・リクエストを伝送するための物理アップリンク
制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）リソースがアップリンク共有チャネル（ＵＬ－ＳＣＨ）リソ
ースと重複するかどうかを決定し、および
　ユーザ機器によるスケジューリング・リクエストを伝送するためのＰＵＣＣＨリソース
がＵＬ－ＳＣＨリソースと重複することに応答して、スケジューリング・リクエストのた
めのＰＵＣＣＨ送信または重複したＵＬ－ＳＣＨ送信を実行する、方法。
【請求項１６】
　前記スケジューリング・リクエストのためのＰＵＣＣＨ送信または重複したＵＬ－ＳＣ
Ｈ送信を実行することは、
　スケジューリング・リクエストを伝送するためのＰＵＣＣＨリソースがＵＬ－ＳＣＨリ
ソースと重複し、ユーザ機器が事前設定機能で構成されていることに応答して、スケジュ
ーリング・リクエストのためのＰＵＣＣＨ送信を実行し、重複したＵＬ－ＳＣＨ送信を一
時停止する、ことを含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記スケジューリング・リクエストのためのＰＵＣＣＨ送信または重複したＵＬ－ＳＣ
Ｈ送信を実行することは、
　スケジューリング・リクエストを伝送するためのＰＵＣＣＨリソースがＵＬ－ＳＣＨリ
ソースと重複し、ユーザ機器が事前設定機能で構成されていないことに応答して、重複し
たＵＬ－ＳＣＨ送信を実行し、スケジューリング・リクエストのためのＰＵＣＣＨ送信を
一時停止する、請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
　スケジューリング・リクエストを伝送する方法であって、ユーザ機器に適用され、
　ユーザ機器によってスケジューリング・リクエストを伝送するための物理アップリンク
制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）リソースがアップリンク共有チャネル（ＵＬ－ＳＣＨ）リソ
ースと重複するかどうかを決定し、および、
　ユーザ機器によるスケジューリング・リクエストを伝送するためのＰＵＣＣＨリソース
がＵＬ－ＳＣＨリソースと重複することに応答して、スケジューリング・リクエストのた
めのＰＵＣＣＨ送信または重複したＵＬ－ＳＣＨ送信の優先順位を下げる、方法。
【請求項１９】
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　前記スケジューリング・リクエストのためのＰＵＣＣＨ送信または重複したＵＬ－ＳＣ
Ｈ送信の優先順位を下げることは、
　スケジューリング・リクエストを伝送するためのＰＵＣＣＨリソースがＵＬ－ＳＣＨリ
ソースと重複し、ユーザ機器が事前設定機能で構成されていることに応答して、重複した
ＵＬ－ＳＣＨ送信の優先順位を下げる、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記スケジューリング・リクエストのためのＰＵＣＣＨ送信または重複したＵＬ－ＳＣ
Ｈ送信の優先順位を下げることは、
　スケジューリング・リクエストを伝送するためのＰＵＣＣＨリソースがＵＬ－ＳＣＨリ
ソースと重複し、ユーザ機器が事前設定機能で構成されていないことに応答して、スケジ
ューリング・リクエストのためのＰＵＣＣＨ送信の優先順位を下げる、請求項１８に記載
の方法。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図２５】

【手続補正１１】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図２６】
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